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【競技規則】 

現行の（公財）日本バドミントン協会競技規則に準じる。ただし、新型コロナウイルス感染防止対策

として、以下の通りの得点制限を行う。シャトルは（公財）日本バドミントン協会２種検定合格水鳥球

を使用する。 

１．すべての試合を１５ポイント３ゲームマッチで行う。 

延長ポイントは最大２１ポイントとする。 

 ２．ゲーム途中でのインターバルの時間は設けない。 

   ファイナルゲームではどちらか一方の得点が８点になった時点でチェンジエンズのみ行う。 

 ３．ゲーム間のインターバルは通常通り最大２分間設ける。 

４．ベスト８決定後は、ファイナルゲームのみ８点オールからスタートする。 

その際には、チェンジエンズは行わない。 

５．大会当日の状況に応じて、大会本部の決定により点数制限等を変更することもあり得る。 

   

【競技方法】 

１．各種目ともベスト８決定までトーナメント形式で行う。 

 ２．ベスト８決定後は、トーナメント左ヤマの４人（４組）、右ヤマの４人（４組）でそれぞれ総当た

りのリーグ戦を行う。 

 ３．リーグ戦の１位同士で１位決定戦、２位同士で３位決定戦、３位同士で５位決定戦を行う。 

４位同士の順位決定戦は行わない。 

 ４．１位決定戦の敗者と３位決定戦の勝者で２位決定戦を行う。（同一リーグの場合は行わない） 

   ３位決定戦の敗者と５位決定戦の勝者で４位決定戦を行う。（同一リーグの場合は行わない） 

 

【審判上の注意】 

１．次に試合を行う選手が審判を行う。 

２．シングルスの審判は２名が対角線につき、線審と主審、線審と得点板をそれぞれ兼ねて行う。 

   ダブルスの審判は４名で、主審と線審２名と得点板で行う。 

３．ベスト８決定後のリーグ戦の１・２回り目の試合は、ベスト１６で敗退した選手が審判を行う。 

   ３回り目の試合は、左ヤマのリーグの試合の審判を右ヤマのリーグの選手が行い、右ヤマのリー

グの試合の審判を左ヤマの選手が行う。 

 ４．順位決定戦の審判は、リーグ戦４位の選手、順位決定戦がない選手、敗退した選手の有志、本部

役員が行う。 


